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Ｉ アレルギーで起きる目の病気  

   (1) スギ花粉症（季節性アレルギー性結膜炎）と 

ダニ・ハウスダストに対する 

結膜炎（通年性アレルギー性結膜炎）   

 (2) 春季カタルとアトピー性角結膜炎（重症型）  

   (3) 巨大乳頭性結膜炎（コンタクトレンズ）  

   (4) 白内障・緑内障・網膜剥離   

      

II どのようにして起きるのか？ 

（目のアレルギーのメカニズムについて）  

   (1) アレルギーが起きるしくみ   

   (2) 重症化するしくみ  

   (3) ドライアイとの関係  

      

III 治療法と予防法  

   (1) 抗原を避けましょう (A-1)  

  (2) たたかない、こすらない (A-2)   

  (3) 目薬いろいろ (B, C, D, E)   
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目のアレルギー 
 

＜Ⅰ＞ アレルギーで起きる目の病気 
 

私たちの体には、外界の抗原（アレルゲン）に対して防御するメカニズム（免疫反応）が備わっていま

す。この免疫反応が過剰に起こり、かゆみや腫れなど固体に悪影響を与える状態をアレルギーといいま

す。 

 

 

アレルギー性眼疾患はアレルギー性炎症によって発症する眼疾患の総称です。アレルギー性結膜炎は次の

ように分類されます。１）スギ花粉症のように発症が季節性な、季節性アレルギー性結膜炎、２）ダニや

ハウスダストアレルギーのように発症が通年性である、通年性アレルギー性結膜炎、３）結膜が乳頭様に

盛り上がり（増殖）角膜が障害されることのある、春季カタル、４）アトピー性皮膚炎に合併して高率に

角膜にも炎症が波及する、アトピー性角結膜炎、５）ソフトコンタクトレンズなどの異物が原因と考えら

れる巨大乳頭性結膜炎などです。  
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＜I＞目のアレルギー 
 

(1) 
スギ花粉症（季節性アレルギー性結膜炎）とダニ・ハウスダストに対する 

結膜炎（通年性アレルギー性結膜炎） 
 

これらの病気は、 I 型アレルギー反応のなかでも、マスト細胞が引き起こす即時型反応（後述）が原因

になっています。スギ、カモガヤ、ブタクサなどの季節性のアレルゲンによって引き起こされるものが季

節性アレルギー性結膜炎です。通年性のアレルゲン（ダニ、ハウスダスト、動物上皮など）による慢性も

しくは急性再発性の結膜炎が通年性アレルギー性結膜炎です。充血、むくみ、かゆみなどは生じますが、

角膜が傷付くなどの重症な炎症になることは稀です。 
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＜I＞目のアレルギー 
 

 

(2) 春季カタルとアトピー性角結膜炎（重症型） 
 

 

 

 

 

春季カタルでは、まぶたの裏の結膜の巨大乳頭増殖、もしくは角膜の周囲の結膜（輪部）の炎症性増殖が

生じます。“春季”という言葉が示すように、過去には、春に急激に悪化するアレルギー性疾患であり、

そのアレルゲンは季節性で、年齢も幼児から学童までの間のみで自然緩解すると考えられていました。一

方、アトピー性角結膜炎は炎症細胞の浸潤と繊維性増殖を示すが、これまでの報告では巨大乳頭は伴わな

わず、罹患年齢は思春期頃より発症して青年期にわたって持続するとされていました。  

その後、アトピー性疾患の急激な増加とともに、 春季カタル様の石垣状乳頭増殖を示す患者の 70% 以上

がアトピー性皮膚炎を合併し、ダニ、ハウスダストなどの季節性とは考えられないアレルゲンにより増悪

し、幼児期のみならず 30 歳以上になっても症状の持続する症例を経験することが増えてきました。どう

やら境界領域の疾患が増えてきたようです。  

いずれにしても 春季カタルとアトピー性角結膜炎に共通しているのは、増殖性病変を伴い、角膜の障害

とそれによる視力障害が発生するという事です。これらの疾患では肥満細胞のみならず、好酸球を含んだ

炎症の悪循環が成立しているようです。これらの炎症細胞により角膜障害が引き起こされ、角膜混濁、不

正乱視などによる視力障害を残すことがあります。 
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＜I＞目のアレルギー 
 

 

(3) 巨大乳頭性結膜炎（コンタクトレンズ） 
 

巨大乳頭性結膜炎はコンタクトレンズ、露出した手術の糸などによって生じる、巨大乳頭増殖を伴う結膜

炎です。アトピーの有無や年齢、性別には関係しません。コンタクトレンズなどによる物理的刺激と I 

型アレルギー反応が相互に関与していると考えられています。  
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